
人口：8,166人

JETプログラム参加者の人数：（ALT）２人（CIR）0人（SEA）0人

学校数：小学校５校、中学校２校

No.12 現場のニーズとALTのスキルのコーディネート

ALTの英語以外の授業への参加により、多様な視点や価値観に触れる
異文化交流や、日常的な英語コミュニケーションの機会を創出。

ICTを使った掲示板の作成、オンラインでの教材共有、教育分野にお
ける翻訳業務等、現場のニーズに合わせてALTのスキルを幅広く活用。

英語教育推進が町の重要施策である本町では、JET-ALTを含むALT３人が各学校
に週２日勤務していた。しかし週に行う授業数は決まっているため、十分な活用が
進んでいなかった。また、児童生徒・学校、ALTから英語教育等に関する要望等を
ヒアリングする機会も少なく、学校現場のニーズとALTのスキルが結びついていな
かった。そこで、以下のとおり課題を整理した。

• 学校のニーズの把握とALTが持つスキルをより活用するためのコーディネート

• 教員の求める教材作成

• 外国籍保護者向け就学相談、就学援助等について英語での情報提供等

取組のポイント

取組の背景・課題

実施時期：令和４年４月～現在
任用団体名：広島県神石高原町

ニーズを把握するため、生徒には英語暗唱大会（７月）実施時に選択及び自由記
述で、教員へは２学期終了後にグーグルフォームを活用したアンケートを実施した。

ALTに対しては、町教育委員会の担当者が月例会議において、英語によるヒアリ
ングを行い、相談しやすい場を設定した。また、学校のニーズとALTの幅広いスキ
ル活用のコーディネートをするため、以下の取組を実践した。

• 各校において、外国語以外の授業にALTが参加。異なる視点や価値観の意見に触
れる異文化交流や、教科書以外の日常英語を使う機会を増加

• ALT作成の教科書単元ごとの教材や音源等をオンラインで共有

• 会話練習ができる電子掲示板をALTが設置

• ALTを講師とした小学校教員の外国語研修を実施

• 就学援助及び就学相談の説明資料等作成、町HPの翻訳

取組の内容
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任用団体の基本情報

※令和５年４月１日現在
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取組の主体 取組の対象 地域の国際化 特色ある取組
JET-
ALT

任用
団体

CIR等
との連携

児童・生徒 教
員

住
民

異文化
理解

地域
活性化

多文化
共生

長期休業
中の取組

配置の
工夫

デジタルツール
の活用

多彩!教室で活躍するJET-ALT



苦労した点としては、一部にALTの他教科への参加を不可とする学校があり、継
続的にお願いをしたものの、実施に至らなかったケースもあった。児童生徒の機会
平等の観点から、すべての学校に理解してもらえるよう、ALTの他教科への参加に
よるメリットをわかりやすい好事例集としてまとめて示すなど働きかけの工夫が必
要である。

一方で、サッカーの得意なALTが体育や運動会等で児童生徒の憧れの存在になっ
たり、道徳の時間に異なる意見交流を図るなど、各教科でALTの得意分野を活かす
学校では、次年度のALT配置をさらに１日増やしてほしいという要望がある等、児
童生徒の学校生活に多様性の学びの場が根付いてきている。

取組の内容（続き）

成果

• 道徳の授業等では、異なる視点や価値観に触れる意見交流の場ができている。

• ALTが参加する授業等では、児童生徒が自然に英語で発言する場面が増えている。

• 児童生徒と過ごす時間が増えることにより、 ALTと児童生徒の関係づくりが深
まっている。

• 就学時等に、外国籍の保護者に必要不可欠な情報を英語で詳しく提供できている。

今後の展望

• 保育所から中学校までの子どもの日常生活の異文化理解、国際交流、英語を話す
機会が増える町を目指していきたい。

• １日の学校生活を英語で体験するPR動画をALTと作成し、姉妹校へ生徒が訪問す
る際に上映したい。また、スピーチコンテストやオーストラリア研修等に向けた
ALTによる英語指導など、学校のニーズに合わせてALTのスキルの活用を一層進
めたい。

取組の成果・今後の展望
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問合せ先
担当部署名：神石高原町教育委員会教育課

ＴＥＬ：0847-89-3341

ＭＡＩＬ：jk-gakkyo@town.jinsekikogen.hiroshima.jp

ＵＲＬ：http://www.jinsekigun.jp/town/formation/kyouiku/kyouiku/gakkou/

電子掲示板を紹介している様子ALTの他教科への参加状況


